
住宅ローンに関する顧客アンケート調査結果の概要

Ⅰ．調査の概要

　１．調査方法　　インターネット調査
　　　　　　　　　　　 インターネット調査会社のモニター10万件に対して調査対象の要件確認を行い（8/10～8/16）、これに応じた45,827件の　
　　　　　　　　　　　　　　　　中で、平成16年8月1日現在、①平成13年以降の住宅取得者以外で、５年以内に具体的に住宅を取得予定の方4,217件、
　　　　　　　　　　　　　　　　②平成13年以降に住宅を取得された方5,467件に対してインターネットによるアンケート調査を実施し、調査期間（8/18～
　　　　　　　　　　　　　　　　8/23）に先着順に回答があった住宅取得予定者3,073件、住宅取得者3,271件を調査対象とした。

　　２．調査対象
　　　　
　　　・住宅取得予定者　　　　　 　平成13(2001)年以降に住宅を取得した方以外で、５年以内に具体的に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住宅を取得予定の方　3,073件
　　　・住宅ローン利用予定者　　住宅取得予定者のうち、民間住宅ローン（注）や公庫融資を利用予定　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の方　2,715件
　　　　　　　
　　　・住宅取得者　　　　　　　　 　平成13（2001）年以降に住宅を取得した方　3,271件
　　　・住宅ローン利用者　　　　　住宅取得者のうち、民間住宅ローン（注）や公庫融資を利用した方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,808件（民間住宅ローン利用者　1,756件、公庫融資利用者1,052件）
　　　
　　　　　　　　注）　　「民間住宅ローン」は、銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫、生・損保会社、農・漁協、ノンバンクの住宅ローン（親族・友人等からの借入、
　　　　　　　　　　　勤務先・共済組合等からの借入、年金住宅融資は除く）。

　　　３．調査時期　　平成１６年８月１８日～８月２３日
　　　
　　　４．調査項目　住宅ローンの利用や返済に関する事項
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Ⅱ．住宅ローン利用予定者

Q１．住宅ローンを１つ選ぶとしたら、どのタイプを選びますか？（住宅ローン利用予定者）

Q２．住宅ローンの返済期間は、どれくらいを予定されますか？（住宅ローン利用予定者）
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Q３．住宅ローンの選択について、最終的な意思決定として最も重視するのは、次のどれですか？（住宅ローン利用予定者）
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Ｑ４．住宅ローンに関する情報の主な入手先は、どれですか？（住宅ローン利用予定者）＜複数回答＞

33
1.2

1379
50.8

1265
46.6

1143
42.1

1791
66.0

602
22.2

967
35.6

379
14.0

258
9.5

1136
41.8

サンプル数(n=2715)
構成比％

その
他

金融
機関

住宅・
販売
会社

親族
や友
人・
知人

イン
ター
ネット

住宅
展示
場・モ
デル
ルー
ム

住宅
情報
誌

TV
（CM,
住宅
関連
番組）

DM新聞・広
告・チラ
シ

住宅ローンに関する

主な情報の入手先

Ｑ５．住宅ローンの返済について、気になることは次のどれですか？（住宅ローン利用予定者）
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Ｑ６．変動・固定期間選択型の住宅ローンを選ぼうとされる理由は何ですか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（変動・固定期間選択型の住宅ローン利用予定者）
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【参考】　回答者の属性　（住宅ローン利用予定者）

○　世帯主年齢
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○　現在の居住地
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　注：　首都圏：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県
　　　　　東海圏：岐阜県、静岡県、愛知県、三重県
　　　　　近畿圏：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県
　　　　　その他：首都圏、東海圏、近畿圏以外
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Ⅲ．住宅ローン利用者

Ｑ１．住宅取得に際し、利用した住宅ローンの金利タイプは、どれですか？（住宅ローン利用者）　

　　　注：公庫融資は、民間住宅ローンと公庫融資の併用を含む。
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Ｑ３．住宅ローンの返済に関して、気になることは次のどれですか？（住宅ローン利用者）
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Q４．最終的な資金計画の意思決定として、最もあてはまるものは次のどれですか？（住宅ローン利用者）
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Ｑ６．返済中の金利上昇やリスクについて、どのように考えましたか？（変動・固定期間選択型の民間住宅ローン利用者）
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Ｑ７．最終的に民間住宅ローンを決められた際、住宅ローンの商品性（金利変動ルールやリスク）に関してご存知でしたか？
　　　（変動・固定期間選択型の民間住宅ローン利用者）　　※　上段：サンプル数（n=1605)、下段：構成比％

（注）上図の①～④の内容は、次のとおりです。

　　①変動型の金利設定ルール
　　　　　一般に変動金利型住宅ローンの適用金利は、市場金利に連動し、半年毎に見直されます。しかし、返済額は、５年毎に見直されます。このため、５年毎の返済額見直しでは、金利
　　　　が上昇した場合、返済額が従前の返済額の1.25倍を上限にアップ（上限を超えた部分については、５年後の見直し時に反映）することになります。
　　
　　②金利変動に伴う未収利息やそのリスク
　　　　　一般に変動金利型住宅ローンでは、適用金利が上昇すると月々の返済額（元金＋利息）に占める利息割合が増え、元金の減りが遅くなります。この時、金利の上昇幅が大きいと
　　　　利息部分が返済額を超え、未払い利息が発生し得ます。なお、発生した未払い利息は、その後の返済に繰り延べられる場合があります。　

　　③固定期間選択型の金利設定ルール
　　　　　一般に固定金利期間選択型の住宅ローンの適用金利は、期間を決めて金利を固定します。当初の固定期間終了時に、原則として変動金利となりますが、固定金利にすることも
　　　　可能です。この場合の金利は、見直しにあたって、その時の金利が適用されることになります。
　　　　することになります。

　　④固定期間終了後の金利見直しに伴うリスク
　　　　　一般に固定金利期間選択型の住宅ローンでは、当初の固定期間終了時に金利が見直され、返済額が増加する場合があります。しかし、増加した返済額については、変動金利
　　　　型のように上限（従前の返済額の1.25倍）がないのが一般的です。このため、金利見直し時に、大幅な金利上昇があると予想を超えた返済額の増加があり得ます。

152
9.5

416
25.9

581
36.2

456
28.4

固定期間終了後の金利

見直しに伴うリスク　④　

89
5.5

243
15.1

547
34.1

726
45.2

固定期間選択型の金利

設定ルール　③

126
7.9

414
25.8

637
39.7

428
26.7

金利変動に伴う未収　　

利息やそのリスク　②

103
6.4

341
21.2

683
42.6

478
29.8

変動型の金利設定　　　

ルール　①　　　　　　　

全く知らないあまり知らない少し知っているよく知っている項目

７



【参考】　回答者の属性　（住宅ローン利用者）

○　世帯主年齢

○　世帯主年収
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○　現在の居住地
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その他近畿圏東海圏首都圏現在の居住地

　注：　首都圏：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県
　　　　　東海圏：岐阜県、静岡県、愛知県、三重県
　　　　　近畿圏：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県
　　　　　その他：首都圏、東海圏、近畿圏以外
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